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　このたび「調査研究報告」No．33として，この「朝鮮後期の慶尚道丹城県における社会動態の研究（II）」
が刊行される運びとなった。副題「学習院大学蔵・朝鮮戸籍大帳の基礎的研究（3）」で示したように，これ
は本学所蔵の朝鮮戸籍大帳一ニー冊にかんする基礎的研究の一環であり，既刊の「調査研究報告」No．13
およびNo．27のあとをうけて，その第3冊目となる。また本題が示すとおり，「調査研究報告」No．27に
ひきつづいて，慶尚道丹城県戸籍大帳二五冊にかんする調査研究の第2冊目にあたる。
　丹城県戸籍大帳は，現存最古の朝鮮戸籍大帳として知られる宣祖39年（1606）慶尚道山陰県戸籍大帳一冊
〔韓国，ソウル大学校奎章閣所蔵〕の丹城県相当部分をはじめ，粛宗39年（1678）から正祖13年（1789）まで
の丹城県戸籍大帳一三冊〔韓国，山清郡丹城郷校所蔵〕，それに純宗25年（1825）から高宗25年（1888）まで
の二五冊〔本学図書館所蔵〕の所在が確かめられた。つまり丹城県は一七世紀初～一九世紀末の三百年に近
い期間にわたり，必ずしも時間的・地域（面里）的には連続するわけではないが，戸籍大帳を中心にして，ほ
ぼ一貫して追跡可能な県邑であり，格好な事例であることが判明してきた。
　そのなかで，本学所蔵の一九世紀の丹城県戸籍大帳が，研究条件の整備に大きなウエイトを占めることは
いうまでもない。それが現実的に意味するところは，一面において，丹城県戸籍大帳の研究が，朝鮮近代の
史的前提をなす朝鮮後期について，その基本的な社会動態・動向の多面的な研究をおこなう方向，いわば一
般的な，〈朝鮮戸籍大帳学〉として追究する方向をさし示しており，また一面では，丹城県の在地の事情に
応じて，徹底して特殊具体的なく丹城戸籍大帳学〉として追究する方向がある。
　本冊はまず二編の論文からなるが，第1編「李朝後期の戸籍編成について」は新史料，高宗24年
（1887）・平安道成川府『戸籍所謄録」を紹介・分析し，各地・各種の邑誌等から関連史料を収集し，とくに
当該時期の戸籍編成の具体的な手続きを明らかにした論文であり，〈朝鮮戸籍大帳学〉という一般的な研究
方向につらなるものである。本論文は成稿のあと本冊に掲載されるまで長い時間を経過し，執筆者の山内弘
一氏には迷惑をかける結果になってしまった。しかしこれによって戸籍編成の具体的な手続きが明らかにさ
れ，戸籍の編成方式が形式的に流れるようになる一方で，戸籍の実態把握のための情況や動向が指摘されて
おり，いまに至るも論文の意義や価値はいささかも減ずることはない。成冊された戸籍大帳をあつかう場合，
誰しもわきまえていなくてはならない史料操作の在り方に，おおきな示唆をあたえている。
　特殊具体的な〈丹城戸籍大帳学〉の方向は，第2編「丹城邑誌の編纂とその特色」と，それに関連する
「影印『丹城邑誌」集成および人名索引」において，やや重点的に追究した。〈丹城戸籍大帳学〉の今後の進
展のためには，各種「丹城邑誌」の利用は必須の手続きであるが，しばしばままならぬことがあり，一部分
だけで満足せざるをえない場合も少なくない。すでに前冊で影印紹介した「雲窓誌1〔金束俊氏所蔵本〕や，
今回あらたに紹介する各種「丹城邑誌」をもふくめて基本的なもの，重要なもの全一六種を集成し，井上和
枝氏の綿密・周到な解説論文をそえて，それらを作成年代順に配列し影印した。さらに人名索引を付して，
邑誌利用の便宜度をいっそう高めることができたと思う。
　本冊刊行の経緯については，前東洋文化研究所長の吉田敦彦教授，現所長の川嶋辰彦教授をはじめ，研究
プロジェクト「朝鮮近代化の実相と東アジアの朝鮮観」（1990～91年度，代表研究員は原島春雄教授），「東
アジアの伝統的社会と王権」（1992～93年度，代表研究員は小倉芳彦教授），「朝鮮における近代化の問題」
（1994～95年度，代表研究員は斉藤孝教授），「東アジア地域における伝統と近代」（1996年度，代表研究員
は坂本多加雄教授）関係者にたいして感謝いたしたい。近年の身辺多忙を口実にした怠慢をみのがし，戸籍
大帳の調査研究の行方を暖かく見守ってくださったのは，わたしにとってまことに有難いことであった。
　本冊には山内弘一，井上和枝の二氏から論文が寄せられた。編集事務等の全般にわたる目配りについては，
井上和枝氏に献身的な協力をいただいた。索引原稿の作成・整理等にかんしては上記両氏のほか，山内民博，
山内はるな，小島三多の三氏の助力をうけた。また深津行徳，高柳信夫，王瑞来，林雄介君ら，研究所の
??
元・前・現助手の手助けや忍耐ぶりも，忘れるわけにはいかない。
　さらにソウル大学校奎章閣館長，国立国会図書館長，東京大学附属図書館長，京都大学附属図書館長，天
理大学附属天理図書館長からは，本冊の学術研究の意義を理解され，所蔵史料の影印・刊行の許可をいただ
いた。とくにその旨をここにしるして敬意をあらわし，厚く感謝するものである。
　本冊の刊行は以上すべての方々の好意あふれる後押しがあって，はじめて実現した。本冊がく丹城戸籍大
帳学〉や〈朝鮮戸籍大帳学〉，ひいては朝鮮学発展のために多くの研究者に活用されることを希望したい。
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